
コミュニティ・ヘルス　オープンセミナープログラム

時間 所要（分） 内容

DAY１

13:00-13:10 10 オープニング

13:10-14:50
100

【ワークショップ】

CH活動に関連する活動

-National Society Development

-Epidemic Action Protocol

-Climate Change and Health

-Risk Communication and Community Engagement

-CASH for health

-Community Based Surveillance

-Anticipatory Action/early Action Protocol

など

14:50-15:50 60

【講義】ローカリゼーション

・支援の現地化とは

・赤十字のローカリゼーションの実際

15:50-16:00 10 休憩

16:00-16:30 30

【講義】横断的な視点として活動に必要なこと

-Protection Gender and Inclusion

-Community Engagement and Accountability

16:30-17:30 60

【講義】連盟の担当者からの講義

-１．Global Health Security

-２．Global Health Protection

17:30-17:45 15 1日目まとめ/質疑応答

DAY2

8:30-8:50 20 ・リージョナル・クラスター・カントリーレベルの役割の違い

8:50-9:40 50
【活動の実際】連盟タイ、カンボジア、ラオス、ベトナムクラスター事務所の保健要

員の活動の実際

（クラスターレベル）
9:40⁻10:10 30

【講義】

・現場で使用したツールの紹介

・派遣前に勉強しておくとよいこと/役立つ知識
10:10-11:00 50

【活動の実際】各国赤十字赤新月社の活動の実際（カントリーレベル）

/バングラデシュ

・CBHFAの活動の実際
11::00-11:10 10

休憩

11:10-12:00 50
【ケーススタディ】

・バングラデシュ南部避難民保健医療支援事業（CBHFA）

・実際のケースを通して活動をイメージする
12:00-12:50 50

昼食

12:50-13:40
50 【活動の実際】

・連盟シリア事務所保健医療コーディネーター（シリアでの活動）

13:40-14:30 50
【ケーススタディ】

・南部アフリカ事業

・現場で必要な知識
14:30-14:50 20

まとめ・振り返り/アンケート記入

# Public


